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4 
右の図の正方形 ABCDにおいて、点 Aと点 Cを結び、∠DACの
二等分線と辺 CDとの交点を Eとします。 
あとの問いに答えなさい。 
 
(3) 辺 BC上に点 Pをとり、点 Aと点 Pを結びます。 
 ∠DAPの二等分線が辺 CDの中点を通るとき、線分 BPの長さを
求めなさい。 

 ただし、AB＝2cmとします。 
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【解答】 

4 

(3) 
2
3

cm 

 
 
【解説】 
 
この問題はいろいろな解き方がありそうです。 
 
とりあえず浮かぶのは、①相似な三角形の比を利用する解き方と②三平方の定理から方程式を作る解き

方です。 
 
CDの中点をMとして、AMの延長と BCとの延長の交点を Nとすると、△PNAが二等辺三角形にな
ります。(仮定の∠DAM＝∠PAMと、平行線の錯角で∠DAM＝∠MNPより) 
 
二等辺三角形の性質より、∠PMA＝90°。 
 
ここまで分かれば、あとは相似の比を利用してもいいし、三平方の定理を利用してもいいです。 
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